
○
　
洋
式
の
屋
敷
・
・
２
階
・
客
室
（
夜
）


　
　
山
﨑
郁
弥
（
２
６
）
、
部
屋
で
本
を
読
ん
で
い


　
　
る
。
外
は
大
雨
。
す
る
と
、
部
屋
の
外
か
ら
、


女
性
の
声
「
き
ゃ
ー
！
」


　
　
郁
弥
、
本
を
置
き
、
廊
下
に
顔
を
出
す
。


○
　
同
・
同
・
廊
下
（
夜
）


　
　
郁
弥
、
部
屋
か
ら
顔
を
出
す
と
、
横
の
部
屋
か


　
　
ら
、
森
坂
寛
太
（
２
５
）
、
出
て
く
る
。
少
し


　
　
し
て
古
本
汐
音
（
２
５
）
、
西
村
清
美
（
２
５
）
、


　
　
階
段
を
登
っ
て
走
っ
て
来
る
。


郁
弥
「
今
、
な
ん
か
悲
鳴
し
た
よ
な
？
」


龍
斗
「
多
分
、
大
広
間
か
ら
」


　
　
す
る
と
、
大
広
間
か
ら
メ
イ
ド
の
服
装
を
し
た


　
　
斉
藤
有
紗
（
２
８
）
、
慌
て
て
出
て
来
て
、
廊


　
　
下
に
座
り
込
む
。


斉
藤
「
き
ゃ
ー
！
」


　
　
郁
弥
た
ち
、
慌
て
て
斉
藤
に
駆
け
寄
る
。


郁
弥
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」


　
　
斉
藤
、
応
接
間
の
方
を
指
さ
し
て
い
る
。
汐
音
、


　
　
応
接
間
の
方
を
見
て
、


汐
音
「
き
ゃ
ー
！
」


　
　
他
の
メ
ン
バ
ー
、
大
広
間
の
方
を
見
る
。


○
　
同
・
同
・
大
広
間
（
夜
）


　
　
大
き
な
机
の
上
で
、
金
森
幸
雄
（
５
７
）
、
胸


　
　
に
ナ
イ
フ
が
刺
さ
っ
た
状
態
で
、
血
を
流
し
て


　
　
倒
れ
て
い
る
。
郁
弥
、
ゆ
っ
く
り
と
入
っ
て
来


　
　
て
、
幸
雄
の
死
体
を
見
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
郁
弥
た
ち
、
幸
雄
の
死
体
を
囲
ん
で
い
る
。


郁
弥
「
つ
ま
り
、
電
話
線
が
切
ら
れ
て
い
る
上
に
こ


　
　
こ
は
圏
外
。
さ
ら
に
、
こ
こ
来
る
唯
一
の
橋
は


　
　
崩
落
し
て
助
け
は
呼
べ
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と


　
　
で
す
か
？
」


斉
藤
「
（
怯
え
た
様
子
で
）
は
い
」


寛
太
「
第
一
発
見
者
は
斉
藤
さ
ん
で
す
よ
ね
？
」


斉
藤
「
は
い
」


寛
太
「
そ
れ
な
ら
、
斉
藤
さ
ん
を
は
じ
め
に
疑
う


　
　
べ
き
じ
ゃ
無
い
の
か
？
」
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斉
藤
「
え
、
い
や
、
私
は
」


郁
弥
「
や
め
ろ
よ
」


清
美
「
そ
う
よ
。
第
一
、
彼
女
に
は
動
機
が
な
い
じ


　
　
ゃ
な
い
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
の
誰
か
」


　
　
郁
弥
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
を
顔
を
見
合
わ
せ
る
。


汐
音
「
（
怯
え
て
）
私
じ
ゃ
な
い
。
私
じ
ゃ
な
い
」


　
　
汐
音
、
し
ゃ
が
み
込
む
。
清
美
、
汐
音
に
寄
り


　
　
添
っ
て
、


清
美
「
大
丈
夫
だ
か
ら
、
落
ち
着
い
て
」


寛
太
「
清
美
、
そ
う
い
え
ば
お
前
、
昔
金
森
先
生
に


　
　
研
究
成
果
を
横
取
り
さ
れ
た
っ
て
怒
っ
て
た
よ


　
　
な
？
」


清
美
「
何
？
　
私
を
疑
っ
て
る
わ
け
？
」


寛
太
「
そ
う
言
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
が
、
事
実
を
言
っ


　
　
た
だ
け
だ
」


清
美
「
（
少
し
怒
っ
て
）
そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
だ
っ


　
　
た
ら
、
理
由
も
言
わ
ず
に
大
学
を
急
に
中
退
し


　
　
て
る
あ
ん
た
が
一
番
怪
し
い
と
思
う
け
ど
」


寛
太
「
あ
れ
は
」


郁
弥
「
や
め
ろ
よ
」


寛
太
「
や
め
ろ
っ
て
言
っ
た
っ
て
、
犯
人
は
こ
の
中


　
　
に
い
る
。
み
ん
な
天
文
観
測
部
だ
っ
た
ん
だ
。


　
　
郁
弥
だ
っ
て
、
汐
音
だ
っ
て
、
犯
人
の
可
能
性


　
　
は
あ
る
」


清
美
「
あ
ん
た
も
ね
」


寛
太
「
（
無
視
し
て
）
こ
の
中
に
人
殺
し
が
い
る
ん


　
　
だ
。
俺
は
、
部
屋
に
戻
る
。
こ
ん
な
所
に
な
ん


　
　
か
い
て
ら
れ
ね
ぇ
」


　
　
寛
太
、
出
て
行
く
。
汐
音
、
立
ち
上
が
り
、


汐
音
「
私
も
、
部
屋
に
戻
る
」


　
　
汐
音
、
走
っ
て
部
屋
に
戻
る
。
室
内
は
静
か
に


　
　
な
る
。


斉
藤
「
あ
の
ー
」


郁
弥
「
は
い
？
」


斉
藤
「
私
、
見
た
ん
で
す
。
は
じ
め
に
出
て
行
か
れ


　
　
た
方
が
（
金
森
を
手
で
示
し
）
こ
の
方
と
一
緒


　
　
に
こ
こ
に
入
っ
て
来
る
の
を
」


郁
弥
「
そ
れ
は
、
い
つ
頃
の
話
で
す
か
？
」


斉
藤
「
夕
食
後
で
す
」
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郁
弥
「
事
情
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
」


　
　
３
人
、
部
屋
か
ら
出
て
行
く
。


○
　
同
・
同
・
寛
太
の
部
屋
・
前
（
夜
）


　
　
郁
弥
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
、


郁
弥
「
お
い
、
開
け
ろ
。
お
前
、
金
森
先
生
と
一
緒


　
　
に
夕
食
後
に
大
広
間
に
行
っ
た
ん
だ
ろ
？
」


寛
太
の
声
「
俺
は
ず
っ
と
部
屋
に
い
た
」


郁
弥
「
い
い
か
ら
開
け
ろ
。
目
撃
情
報
も
あ
る
」


寛
太
の
声
「
嘘
つ
け
。
俺
は
絶
対
に
開
け
な
い
か
ら


　
　
な
。
死
に
た
く
な
い
」


郁
弥
「
（
斉
藤
に
）
こ
の
部
屋
の
鍵
開
け
ら
れ
ま
す


　
　
か
？
」


斉
藤
「
は
い
。
一
回
の
管
理
室
に
鍵
が
あ
る
ん
で
取


　
　
っ
て
き
ま
す
」


　
　
斉
藤
、
小
走
り
で
一
回
に
向
か
う
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
斉
藤
、
鍵
を
持
っ
て
走
っ
て
来
る
。


郁
弥
「
遅
か
っ
た
で
す
ね
」


斉
藤
「
す
い
ま
せ
ん
。
管
理
室
が
か
な
り
荒
ら
さ
れ


　
　
て
い
て…

。
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
も
全
て
破
壊


　
　
さ
れ
て
ま
し
た
」


　
　
斉
藤
、
郁
弥
に
鍵
を
渡
す
。


郁
弥
「
そ
う
で
す
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」


　
　
郁
弥
、
鍵
で
ド
ア
を
開
け
る
。
郁
弥
、
入
っ


　
　
て
行
く
。


○
　
同
・
同
・
同
・
中
（
夜
）


　
　
郁
弥
、
入
っ
て
来
る
。
寛
太
、
椅
子
に
座
っ
て


　
　
い
た
が
急
い
で
立
ち
上
が
り
、
机
に
置
い
て
い


　
　
た
ハ
サ
ミ
を
持
っ
て
郁
弥
に
向
け
、


寛
太
「
お
い
、
ど
う
や
っ
て
入
っ
て
来
た
？
」


　
　
郁
弥
、
鍵
を
見
せ
、


郁
弥
「
斉
藤
さ
ん
に
鍵
を
借
り
た
。
お
前
、
夕
食
後


　
　
に
金
森
先
生
と
一
緒
に
大
広
間
に
行
っ
た
ら
し


　
　
い
な
」


寛
太
「
行
っ
て
な
い
。
俺
は
、
ず
っ
と
部
屋
に
い
た
」


郁
弥
「
嘘
つ
く
な
。
斉
藤
さ
ん
が
目
撃
し
て
る
ん
だ
」


　
　
寛
太
、
驚
い
た
よ
う
に
斉
藤
を
見
る
。
斉
藤
、


　
　
怯
え
た
様
子
を
見
せ
る
。
清
美
、
自
分
の
後
ろ
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に
斎
藤
を
生
か
せ
る
。


郁
弥
「
お
前
な
ん
だ
ろ
？
　
動
機
は
な
ん
だ
？
　
な


　
　
ん
で
、
急
に
中
退
し
た
？
」


寛
太
「
俺
じ
ゃ
な
い
。
俺
は
」


　
　
郁
弥
、
寛
太
に
歩
み
寄
る
。
寛
太
、
ハ
サ
ミ
を


　
　
握
り
直
し
、


寛
太
「
近
づ
く
な
。
俺
は
、
や
っ
て
な
い
」


郁
弥
「
や
め
ろ
。
ど
う
し
て
大
学
を
中
退
し
た
ん
だ
？
」


寛
太
「
俺
じ
ゃ
な
い
。
俺
は
や
っ
て
な
い
っ
言
っ
て


　
　
る
だ
ろ
！
」


　
　
郁
弥
、
ど
ん
ど
ん
寛
太
に
近
づ
く
。


寛
太
「
お
前
か
？
　
お
前
な
の
か
？
」


郁
弥
「
落
ち
着
け
。
落
ち
着
い
て
ハ
サ
ミ
を
置
け
」


寛
太
「
そ
れ
以
上
近
づ
く
な
。
俺
を
殺
す
気
だ
ろ
！


　
　
近
づ
い
た
ら
刺
す
か
ら
な
！
」


　
　
郁
弥
、
歩
み
を
止
め
ず
寛
太
に
近
づ
く
。


郁
弥
「
罪
を
重
ね
る
な
」


寛
太
「
（
大
声
で
）
あ
ー
」


　
　
寛
太
、
郁
弥
の
方
に
走
っ
て
行
く
。
寛
太
と
郁


　
　
弥
、
揉
み
合
い
に
な
り
、
寛
太
、
郁
弥
の
胸
に


　
　
ハ
サ
ミ
を
刺
す
。
郁
弥
、
倒
れ
る
。
寛
太
、
前


　
　
を
見
る
と
、
清
美
、
倒
れ
て
い
る
。
斉
藤
、
血


　
　
の
付
い
た
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
い
る
。
寛
太
、
有


　
　
紗
に
ハ
サ
ミ
を
向
け
る
。


寛
太
「
お
前
だ
っ
た
の
か…

」


斉
藤
「
も
う
一
人
の
女
性
も
死
に
ま
し
た
。
残
る
の


　
　
は
我
々
だ
け
で
す
」


寛
太
「
何
故
？
　
何
故
な
ん
だ
？
　
動
機
は
何
だ
？
」


斉
藤
「
た
だ
、
こ
の
世
界
を
去
る
前
に
混
沌
が
見
て


　
　
み
た
か
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
世
界
は
私
向
き
で


　
　
は
な
か
っ
た
」


　
　
斉
藤
、
自
分
の
お
腹
を
ナ
イ
フ
で
刺
す
。
寛
太
、


　
　
驚
い
た
表
情
を
す
る
。


斉
藤
「
あ
な
た
が
犯
人
で
す
。
あ
な
た
の
動
機
は
何


　
　
で
す
か
？
」


　
　
斉
藤
、
倒
れ
る
。
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